
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリー財団月間 

例

会

予

定 

11 月 5 日（金） 11 月 12 日（金） 11 月 19 日（金） 11 月 26 日（金） 

第 5 回理事会 11：15～ 夜間例会 18:00～19：30 例会 12：30～13：30  

例会  12：30～13：30 ・入会式 松本 俊哉君 ・卓話 ロータリー財団委員会  休会 

・卓話  中日新聞社 編集局経済部  副委員長 福田 哲三君  

中日 BIZ ナビ編集長 宮本 隆彦様  ・祝福  

 

 

本日のプログラム 

 

司会 会場委員会 

・点鐘 

・ROTARY SONG   「日も風も星も」 

・今月の歌     「ちいさい秋みつけた」 

・ビジター紹介     会長    成瀬 浩康君 

・食事・歓談 

・委員会報告 

・会長挨拶       会長    成瀬 浩康君 

・クラブフォーラム （社会奉仕委員会） 

・幹事報告       幹事    大原 泰昭君 

・点鐘         会長    成瀬 浩康君 

今月の歌 

「ちいさい秋見つけた」 

誰かさんが 誰かさんが 誰かさんが みつけた 

ちいさい秋 ちいさい秋 ちいさい秋 みつけた 

めかくし鬼さん 手のなる方へ 

すましたお耳に かすかにしみた 

よんでる口笛 もずの声 

ちいさい秋 ちいさい秋 ちいさい秋 みつけた 

 

先週の記録 

幹事報告            大原 泰昭君 

・１０月１１日に春日井市へポケトークと食料支援

物資の贈呈式を行い翌１２日の中日新聞近郊版に記

事が掲載されました。 

・ハイブリッド例会の出欠について 

① 宣言時 ZOOM例会は全員出席免除 

②ハイブリッド例会は来場者（出席）、ZOOM参加（欠

席）メーキャップ不要（修正出席）としています。 

・１０月２２日（金）第一回指名委員会を 18：00よ

り開催します。 

 

 

２０２１年１０月２９日（金）２４９２回（１０月第４例会） 

・１０月２３日（土）犬山 RC６０周年記念式典に 

会長・幹事で出席します。 

出席報告         委員長 廣瀬 清司君 

会員 52名 出席 35名 出席率  67% 

先々週の修正出席 出席 52名 出席率 100%  

ニコボックス報告     委員長 野間 峰彦君 
〇みなさんお久しぶりです。 新美 治男君 

〇廣田君、入会おめでとうございます 成瀬 浩康君 

新美さん、久しぶりにお会いでき  

大変うれしいです。  

〇廣田さんをお迎えするよろこびで。 大原 泰昭君 

〇愛知三州RCの例会に参加しました。

沢山刺激を頂きました 

青山 博徳君 

〇廣田君の入会を心から歓迎します。 大西 信之君 

〇いつも有難うございます。 大橋 省吾君 

〇廣田君入会おめでとうございます。 川瀬 治通君 

〇廣田さん入会お目出とう！！ 近藤 太門君 

〇夫人誕生の御祝をいただける喜び 清水  勲君 

 で。  

〇祝福おめでとうございます。 下別府正樹君 

〇廣田誠君の入会を歓迎して。 中澤  一君 

〇長谷川君 卓話楽しみです。廣田君 古屋 義夫君 

Well come to RC of kasugai  

〇廣田さんの入会式おめでとう。 松尾 隆徳君 

〇10/19 イーアス春日井ソフトオープ 三上  努君 

 ン10/22グランドオープンお越しの  

 際は、Kasugai GoGo ショップを是非  

 お立ち寄りください。  

〇久しぶりに駐車場一杯でした。 山田  治君 

 景気も良くなった？  

〇長谷川さんの卓話楽しみです。 和田 了司君 

〇本日の卓話楽しみにしてます。  

岩村 幸正君 梅村  守君 風岡 明憲君 

加藤 昭博君 加藤  茂君 加藤 宗生君 

 



 

 

北  健司君 芝田 貴之君 社本 太郎君 

長谷川智幸君 場々大刀雄君 廣瀬 清司君 

村瀬 昌史君 野間 峰彦君  

○ご協力ありがとうございます。 

ニコボックス委員会 

卓話             長谷川 智幸君 

皆さんこんにちは、長谷川でございます。 

コロナ禍において、「事業承継」のご相談がとても

増えています。皆様方も事業を営んでおられる方々

ばかりと思われますので、本日は、「事業承継」をテ

ーマにお話をさせて頂きたいと思います。 

本題に入る前に、コロナ禍で増えている相談事を簡

単に纏めた A3の資料をご覧ください。コロナで事業

活動の前提条件が変化したことで、経営戦略の見直

しや経営課題への対応を急ぐケースが増えています。

この資料は、実際にお客様から寄せられた声や相談

事をベースに、現実的に直面している経営課題とし

て事業戦略・業務改革・インフラ高度化の 3 つの視

点から 6つのテーマに大別しています。 

1 つ目は「成長戦略」です。コロナ云々に拘わらず

企業経営の最大のテーマですが、今の時代は単に規

模を大きくすれば良い、儲かれば良いという時代で

はございません。前提条件の変化に加えて、「SDGｓ」

「カーボンニュートラル」「気候変動」など、地球規

模での未来志向も念頭に置きながら、自社の事業成

長に取り組まなくてはならず、経営の舵取りがとて

も複雑で難しくなっています。 

2 つ目は「M&A」です。皆様のなかにも「ダイレクト

メールや電話が毎日来る」という方が沢山いらっし

ゃると思います。「Ｍ＆Ａ」は、経営不振に陥った企

業を「ハゲタカ」さながらに安く買い叩くといった

マイナスイメージが強いと思いますが、難しい時代

の経営戦略の一手段として会社を買収して大きくな

るという考え方、次に触れますが、後継者が不在の

ため会社を譲渡するという選択肢、買い側・売り側

の双方のニーズが高まっています。 

3 つ目は「事業承継」です。経営者の世代交代の大

きな流れは、コロナの前から進み始めていましたが、

コロナが背中を押すきっかけとなり、現実の問題と

して事業承継の検討を始められるケースが増えてい

ます。後ほど詳しく触れたいと思います。 

4 つ目は「業務改革」です。「ガバナンス」「コンプ

ライアンス」「業務改善」「コスト削減」といった内

向きな言葉が並んでいますが、世の中や社会からの

要求の高まりに、コロナが拍車を掛け、避けては通

れないテーマとなっています。コロナを機に、今一

度会社の内側を見る、足許を見つめる、振り返ると

いった機会が増えてきたことも一因です。 

5 つ目はインフラのカテゴリ、「IT」です。コロナに

よって「非対面営業」や「リモートワーク」が当た

り前になりました。「コロナが収束しても完全にコロ

ナ前には戻らない」以上、ｗithコロナの前提でシス

テムを再構築する必要に迫られているということだ

と思います。 

 

6つ目は「人事」です。人事制度を変えたい、変え

た後の運用が追いついていない、といった相談がと

ても増えています。「働き方改革」という言葉から始

まり、「男性の育児休暇」「同一労働同一賃金」など

個々人の仕事に対する意識の変化、社会要請の高ま

り、制度改定に加えてコロナによる前提条件の変

化・・・という循環です。世代交代と同時に、人事

制度も今の時代に合わせたいというケースもありま

す。経営資源の源が「人」である以上、「人事」が経

営の重要テーマになることは、当たり前と言えば当

たり前かもしれません。 

ここまで、簡単に with／afterコロナ禍の経営課題

について説明しましたが、6つのテーマの中でも、一

番普遍的で、全ての会社が避けては通れないのが「事

業承継」になります。ここからは別冊の「事業承継

ノート」を使って、もう少し詳しく触れていきます。 

「事業承継」を成功させるためには「会社に合った

方法を考える」「総合的な承継対策を考える」「時間

をかけて計画に取り組む」この 3 点がとても重要に

なります。100 の会社、100 人のオーナーがいれば、

承継の方法は 100通りです。「会社に合った最適な方

法を考える」ことが何よりも大事になります。次に、

「総合的な承継対策を考える」ことが必要です。「過

去に●●の対策をしたが別の問題が出てきた」「あの

対策では不十分だった」という声を聞くことがあり

ます。「目先」ではなく「総合的」な対策が絶対に必

要です。３つ目は「時間を掛けて計画的に取り組む」

ということです。12頁で 10年掛かりの承継計画を示

していますが、検討項目が多岐に渡り、関係者も多

数登場するので、一朝一夕ではなく計画的に取り組

むことが大事です。 

「事業承継」の方法としては、親族内承継、親族外

承継、M&A、IPO があります。いずれの選択肢も採り

得ないとなると廃業することになります。会社を興

すことより畳む方が大変というお話をよく聞きます。

従って、「事業承継」を成功させるための 3要素、こ

れが大切になってくるということです。 

事業の承継と、オーナー個人の資産の承継を両面か

ら考えていく必要もあります。例えば、相続税を減

らすためには株価を下げるという方法がありますが、

株価を下げるということは企業価値を下げることに

なります。事業活動、会社経営とは企業価値を上げ

ることだとするならば、相反するジレンマ、矛盾が

生じることになります。 

次に、よく聞く課題や悩みについてご説明します。

６０代では半数、８０代でも３人に１人の経営者が、

後継者が決まっていないというデータがあります。

また、3人に 1人が、事業承継についてまだ考えてい

ないというデータもあります。次に、事業承継に際

しての心配事として「後継者の右腕となる人材がい

ない」「引継までの準備期間が不足」という声が多い

です。「後継者の育成には５年以上かかる」という声

もあります。事業承継に関して「まだ早い」「●才に

なったら」「忙しくて・・・」という声を聞くこと多



 

 

いですが、早い段階で事業承継に向き合うことがと

ても大事だということがお判りになると思います。

自社株評価の問題、すなわち、買い取り資金が足り

ない、相続税が足りないといった資金面の課題や、

資産の分割方法に関する悩みも多いです。銀行の仕

事をしていると、お金の問題や、分割方法が折り合

わずに係争中というケースに遭遇することもありま

す。 

事業承継を進めていくうえで具体的に把握しなけ

ればいけないこととして「後継者」「株主構成」「株

価（評価額）」「個人資産」の 4つの要素があります。

この 4 点の現状を把握することで、承継を進めてい

くうえでも問題点が見えてきます。「個人資産」が把

握できていないというケースがそれなりにあります

ので、この 4 点は出来るだけ早い段階で現状把握し

ておくことをお勧めします。 

事業承継のリスクとして、最も留意しなければなら

ないのが「株式分散リスク」になります。経営者一

族間での対立から会社が幕を下ろすことになったと

いうケースが報道されることもありますが、対立の

源を辿れば、一族間の株式の分散、議決権の分散と

いうことになります。一度分散してしまうと、買戻

し、集約にはとても多くの時間や費用が掛かってし

まいます。 

最後に、事業承継税制に触れます。2018年度に要件

が緩和されたことで、活用されるケースが増えてい

ます。時間を掛けて対策を進めることが出来る反面、

後継者が将来に渡って義務や制約を課されることに

なります。経営の自由度が阻害されないように留意

することが必要になります。 

今日の卓話は以上になります。当行 HPに「MUFGウ

ェルスマネジメントのご案内」がございますので、

ご興味のある方はこちらも参考にして頂けたらと思

います。 

本日は有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会報告 出席委員会 廣瀬 清司君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会報告 ニコボックス委員会 加藤 昭博君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会報告 R情報・R研修 川瀬 治通君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退会挨拶 新美 治男君 

 

 



 

 

今週の MENU 

【和食】 

◆前菜◆  

柿なます 木の子菊花和え 

里芋真丈う巻き 揚銀杏  

鮪松風 栗白和え 

◆お造り◆ 

鮪湯葉和え 

◆焼物◆ 

サーモン若狭焼き 

◆揚物◆ 

銀杏薩摩揚げ 

◆蒸物◆ 

鰆蓮根蒸しべっ甲餡かけ 

◆食事◆ 

零余子（むかご）炊き込みご飯  

香の物 赤出し 

◆デザート◆ 

紅茶プリン小倉かけ 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

祝福 会員誕生日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝福 結婚記念日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入会式 廣田 誠君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話 長谷川 智幸君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 幹事 大原 泰昭君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


